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学校だより 

地域に支えられて ～元気いっぱい相撲大会～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

先週の個別懇談会には、お忙しい中ご来校いただき、誠にありがとうございました。 

 子どもたちの学校生活や学びの様子について、保護者の皆様と直接お話しさせていただ

けることは、私たち教職員にとっても大変貴重な時間です。ご家庭での様子と学校での様

子を照らし合わせることで、一人一人の子どもをより深く理解し、今後の指導や支援に生

かすことができます。 

 また、懇談会を通して頂戴したご意見やご要望につきましては、真摯に受け止め、子ど

もたちがより楽しく、充実した学校生活を送ることができるよう、職員一同努めてまいり

ます。 

 これからも、ご家庭と学校が手を携えながら、一人一人の子どもの健やかな成長を見守

り育てていけるよう、よりよい教育活動の実現に向けて精進してまいります。今後とも、

変わらぬご支援とご協力を賜りますよう、お願い申し上げます。  

宇賀地小学校長 

 

 

６月６日（金）、後援会の主催により、恒例の相撲大会が行

われました。土俵では、学年ごとに熱戦が繰り広げられ、白熱

した取組に、思わず大きな歓声が上がる場面もありました。勝

敗の判定が難しいほどの接戦も多く、行事をお手伝いいただい

ていた区長さんも、判定に頭を悩ませていたようです。 

 子どもたちはどの学年も意欲的に参加し、力いっぱい取り組

んでいました。相撲を通して、体幹やバランス感覚が養われる

だけでなく、礼に始まり礼に終わることで、礼儀や相手を敬う

心も学ぶことができます。心と体を育てる貴重な行事として、

大きな意味をもっていると感じます。 

 このような素晴らしい行事を支えてくださる後援会や地域

の皆様に、心より感謝申し上げます。今後も、子どもたちが地

域の温かさにふれながら、健やかに成長していけるよう、引き

続きご支援をお願い申し上げます。 
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【７月、８月の主な予定】 

７月３１日（木）   １学期終業式（給食後下校） 

８月 ８日（金）～１５日（金）まで学校無人化 

８月１０日（日）   地域ラジオ体操（※宇賀地コミュニティ協議会主催） 

８月２８日（木）   ２学期始業式（給食後下校） 

８月２９日（木）      ５限後下校 



 

 

先日、PTA 三役の主催により「保護者と校長で教育を
語る会」を開催しました。今年度の教育活動の方向性に
ついて、４月の PTA 総会での説明をもとに、より具体
的にお話ししました。 

当日は、働き方改革の視点から見直している学校行
事についても説明し、遠足やダンス発表などを形を変
えながらも、引き続き教育的なねらいを大切にしてい
ることをお伝えしました。また、子どもたちの学びをよ
り豊かにするための新たな取組として、地域との連携
を少しずつ進めていることにも触れました。これまで以上に、教職員だけでなく地域の力
もお借りしながら取り組んでいきたいと考えています。 

質疑応答では、「校時表の変更で給食の時間が短くなっていないか」といったご質問があ
りました。これについては、以前にもお知らせしたとおり、現在、教職員一同で給食準備
の時間短縮に取り組んでおり、食事の時間は従来と同様の長さを確保しています。ただ、
すぐに完璧にできることではないため、まずは子どもたちが新しい流れに慣れることを大
切にし、今後もよりよい形を目指してまいります。 

また、５年生の修学旅行（R8）についてもご意見をいただきました。今回は主に５年生
保護者の皆様との対話となりましたが、「佐渡方面への旅行」を基本に、費用軽減のため積
立金の見直しも含めて、現在、業者と調整中です。 

本来は「学校と保護者が担う教育とは」というテーマについても話し合いたかったので
すが、時間の都合で実現しませんでした。ただ、私たち教職員と保護者の皆様が、すべて
をきっちり線引きするのではなく、ともに手を取り合いながら子どもたちの成長を支えて
いけたら――そんな思いを共有できる場として、今後につなげていければと願っています。
子どもたちのよりよい未来のために、思いを一つにして進んでいけることを信じています。 

 

 

 

７月３日（木）・４日（金）、５年生が一泊二日で尾瀬への宿泊学習に出かけました。出

発にあたっては、持ち物の準備や体調管理など、多方面にわたるご協力を賜り、保護者の

皆様には心より感謝申し上げます。 

１日目はあいにくの土砂降りの中での湿原横断となりました

が、子どもたちは雨具を身に着け、意欲的に長蔵小屋へと向かい

ました。ぬかるんだ木道を慎重に歩きながら、尾瀬の自然の美し

さとともに、その厳しさにも触れることができたようです。夕方

には、湖に映る燧ケ岳の姿を眺めたり、県境をまたいで記念撮影

をしたりと、自然の雄大さを実感するひとときもありました。 

２日目は天候の変化を見越し、予定を早めて午前６時５５分

に散策を開始しました。１１時１５分までの間に尾瀬沼を一周

し、数多くの高山植物を観察しました。ニッコウキスゲをはじめ

とする美しい花々に加え、トウヒやコメツガなどの針葉

樹の特徴についても、ガイドの方から丁寧に教えていた

だきました。尾瀬の豊かな自然にふれ、五感を使って学

ぶ貴重な時間となりました。 

２日間を通して、子どもたちは自然の素晴らしさとそ

の大切さを実感することができました。丁寧に案内して

くださった２人のガイドの方々には、子どもたちに寄り

添い、わかりやすく説明していただいたことに、心より

感謝申し上げます。 

「保護者と校長で教育を語る会」を開催しました 

尾瀬宿泊学習 ～自然の中での学びと成長～ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 
    
〇お知らせ（その１） ～『清掃』お手伝いのお願い～ 

 新しい取組を予定しています。今年の秋頃に、子どもたちの清掃活動で、一緒に清掃を

していただける方を募集したいと考えています。 

 実は、令和６年３月に学校運営を承認する組織「学校運営協議会」で、学校の教育活動

に取り入れたい地域の力と題して、いくつか提案しました。その１つに、清掃のお手伝い

を挙げました。 

 学校の教室や部屋等の数は、20 個近くあります。この部屋や場所を全校５８人の子ども

たちを６班に分けて清掃しています。しかし、すべてを賄うことができません。また、教

師数も３年ほど前から定員が２人減っています。そこで、地域の方からお手伝いいただき、

子どもたちの清掃活動の支援と清掃技術の向上を目指したいと考えました。 

 時期は１０月頃を予定しています。まずは１回実施したいと考えています。時間は 10 時

05 分～10 時 20 分です。子どもたちに、ほうきの持ち方や雑巾

の掛け方、絞り方を中心に教えていただきたいと考えています。

低学年が、これらの技術を習得するには、１回では難しいので、

高学年を中心に取り組みたいと考えています。 

 初めての取組です。至らぬことが多いかと思いますが、地域の

力を学校の教育活動に活かし、子どもたちを笑顔にしたいという

気持ちでいっぱいです。 

今回は、第１弾として、お知らせのみとなります。夏休み明けに、改めて地域の皆様に

募集のご案内をお届けしたいと思います。子どもたちの清掃活動を一緒に取り組みたい方

に、ご協力をお願いしたいと思います。 

 

〇お知らせ（その２） ～地域ラジオ体操の実施～ 

 宇賀地コミュニティ協議会から、夏休みに地域ラジオ体操のご案内があり

ました。この度、宇賀地コミュニティ協議会からのご提案で、宇賀地小の子

どもたち、そして地域の皆さんが、学校のグラウンドに集まってラジオ体操

をしようという企画です。一同に集まって体操を行うことに魅力を感じまし

た。そこで、学校は子どもたちの参加を促すのはもちろんですが、おじいちゃんやおばあ

ちゃんだけでなく、地域の皆様からもぜひ参加していただき、大勢でラジオ体操ができた

ら、子どもたちもうれしいだろうなと思い、学校からもお知らせとして宣伝させていただ

きました。私も参加します。８月１１日、お会いしましょう。 

 

○お知らせ（その３） ～夏季学校無人化について～ 

８月９日（金）～１６日（金）は、土曜・日曜・祝日を除き、学校閉庁日となります。閉

庁日は日直（教職員）の勤務もなく、学校も閉鎖されます。原則、校内に立ち入ることは

できませんので、ご注意ください。お子様の命にかかわるような緊急事態については、学

校にご連絡をお願いいたします。（０２５－７９４－２０５４）留守番電話となりますが、

録音後、校長から連絡します。 

 

 

〉〉〉〉〉〉 学校からのお知らせとお願い 〈〈〈〈〈〈 


